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　２月４日、パトリア日田
で、第９回日田の木と暮らし
のフェアが開催されました。
　会場では、木材製品の展
示、木工教室、カンナかけ体
験等の体験コーナーや木のお
もちゃが展示されるなど多く
の親子連れで賑わい、日田材
の良さをＰＲしていました。
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申込み・問合せ先
日田まつり振興会事務局
（観光課観光振興係内）
☎㉒８２１０
　㉒８３２８

国民健康保険への加入・脱退の手続はお早めに！

　医療保険制度では、職場の健
康保険加入者（被扶養者）や生
活保護を受けている人以外は必
ず国民健康保険に加入しなけれ
ばなりません。社会保険等に加
入した場合や社会保険等を脱退
した場合は、必ず本人又は家族
が届出を行ってください。

◆被保険者の異動の届出は14日以内に
加入の届出が遅れると
　保険証がないため、医療機関等にかかった医療費は全額自己負担となり、他
の健康保険などを脱退した時点まで遡って保険税を納めることになります。
脱退の手続が遅れると
　他の健康保険に加入した場合、国保の脱退の手続が遅れると両方の資格を持
った状態になり、保険税等を二重に納めることになります。また、病院にか
かるときにトラブルの原因となります。

届出が必要なとき 届出に必要なもの

加入

脱退

その他

他の市町村から転入してきたとき
職場の健康保険を脱退したとき
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
国保の加入世帯で子供が生まれたとき
他の市町村に転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき
住所、世帯主、氏名などが変わったとき
世帯が分かれる、又は一緒になったとき
修学のため別に住所を定めるとき

他の市町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険を脱退した証明書、年金手帳、印鑑
被扶養者でなくなったという証明書、年金手帳、印鑑
保険証、母子健康手帳、印鑑
保険証、印鑑
国保と社会保険の両方の保険証、年金手帳、印鑑
（職場の健康保険証が未交付の場合は加入証明書）
保険証、印鑑
保険証、印鑑
保険証、在学証明書又は学生証の写し、印鑑

　各申請書には個人番号の記載が必要で
す。マイナンバーカード又は通知カード
など個人番号が確認できるものを持参し
てください。
　また、本人確認のため顔写真付き身分
証明書（マイナンバーカード・運転免許
証など）を持参してください。

退職・就職の際は年金の切替え手続を

　退職や就職をしたときは、その都度、年金の切替え手続が必
要です。
◆退職（厚生年金・共済組合を脱退）したとき
　国民年金への加入手続が必要です。年金手帳・社会保険等資
格喪失証明書（又は離職票）・印鑑を持参の上、日田年金事
務所の窓口にお越しください。
◆就職（厚生年金・共済組合に加入）したとき
　国民年金から厚生年金への切替え手続は、事業所（勤務先）
を通して、日本年金機構に届出が行われます。
　
　届出を忘れると、将来受け取れる年金額が減額されたり、年
金を受け取ることができなくなる場合もありますので、忘れず
に届出を行ってください。

問日本年金機構日田年金事務所☎㉒６１７４

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

水郷日田どんたくカーニバル出演者（市民芸能隊）
　事前に説明会を開催します。どんたくカーニバルに参
加を希望する団体は、①団体名②代表者氏名③住所④
電話番号を電話又はファックスでご連絡ください。

■説明会日時・場所
　３月27日㈫　午後７時30分～　市役所７階 中会議室
■説明会申込期限　３月27日㈫
※参加申込方法については、説明会で案内します。
※説明会時に抽選でどんたくカーニバルの出演順を決定します。

大花火大会スポンサー
　企業・団体の皆さんをはじめ、「想い出に残るプロポ
ーズがしたい」「結婚記念日や誕生日、還暦の祝いを
したい」等、個人での申込みも受け付けています。

※スポンサー料は、日田まつり振興会事務局にお問い合わせく
ださい。
■申込期限　３月30日㈮

ステージイベント出演者
■とき　５月26日㈯
　　　　午前10時～午後４時の間の20分間程度
■ところ　中央公園特設ステージ　
※①団体又は個人名②代表者氏名③連絡先④出演内容（バン
ド、ダンス等）⑤曲名⑥希望時間帯を電話又はファックスで
ご連絡ください。

※出演料、交通費等諸経費の支給はありません。
※出演が希望時間帯にならない場合があります。
※音響設備は既設のステージ音響をご利用ください。
■申込期限　４月16日㈪

ボランティア募集　
　イベントの期間中、会場内での案内、誘導、警備を行
うボランティアスタッフを募集します。

■対象　16歳以上の健康な人で、ボランティアやイベン
　　　　ト運営に興味がある人
※当日に係る交通費等は、原則自己負担です。
※①氏名②住所③連絡先を電話又はファックスでご連絡くださ
い。（事前に説明会を行います）

■申込期限　４月20日㈮

今年は５月26日㈯・27日㈰の開催です

第71回日田川開き観光祭 参加者募集

　日田まつり振興会は、大分県暴力団排除条例及
び日田市暴力団排除条例に基づき、本会が主催者
となるイベントに出店する場合については、出店
者を把握・管理していく必要があると考えていま
す。
　そのため、川開き観光祭時に出店等をする場合
は、届出等の手続が必要となります。詳細につい
ては、市ホームページをご覧ください。

■申込期限　４月16日㈪

お知らせ
イベントの出店に関する
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市政情報ピックアップ

　市では今年、病児保育施設と病後児保育施設を新設します。利用にあたっては、事前に
登録申請をする必要があります。

問こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

病児・病後児保育施設をご利用ください！

登録申請受付

▼受付期間　３月１日から

▼受付場所　こども未来室又は各振興局

▼必要なもの
　印鑑（認め印可）、保護者のマイナンバーカ
ード又は運転免許証、児童の母子健康手帳
（予防接種の状況の確認のため）

※登録申請書は、こども未来室又は各振興局にあります。

利用料
【病児保育（日田中央病院）】
①日田市内に住民票のある生活保護世帯、市町
村民税非課税世帯：無料
②日田市内に住民票のある①以外の世帯：
2,000円
③上記以外の世帯：2,500円

【病後児保育（丸の内・おおやまこども園）】
①生活保護世帯、市町村民税非課税世帯：無料
②上記以外世帯：1,300円
※給食費はそれぞれ、200円必要です。

利用料は
日額です！

保護者

市

病児・病後児
保育施設

①申請通知②

通知②

登録するとき

かかりつけ医

保護者

病児・病後児
保育施設

③意見書

④利用申請

利用するとき

病児・病後児保育施設とは
【病児保育施設】
　病気の「回復期に至らない場合」で、当面の症状の急
変が認められない場合に、病院・保育園等に付設した
専用スペースで一時的に保育する施設
・日田中央病院病児保育室（３月下旬開設予定）

　 ▼ところ
　　日田中央病院保育室たんぽぽ横（淡窓２丁目）

【病後児保育施設】
　病気の「回復期」であるが集団保育が困難な期間に、
病院・保育園等に付設した専用スペースで一時的に保
育する施設
・丸の内こども園病後児保育室（現在開設中）

　 ▼ところ
　　丸の内こども園内（丸の内町）
・おおやまこども園病後児保育室（４月開設予定）

　 ▼ところ
　　おおやまこども園内（大山町西大山・４月開園予定）

【対象疾患】
　かぜ、インフルエンザ、水痘など

【対象者】
・病児保育　日田市内に住民票のある又は、保護者が日
田市内に勤務するおおむね生後６か月から小学校６年
生までの児童
・病後児保育　日田市内に住民票のあるおおむね生後３
か月から小学校６年生までの児童

①登録申請

　　　

②登録通知

　　　
③医師の意見書

　　　

④利用申請

利用の流れ

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

▼消防団の主な活動
・火災時の消火活動、災害巡視活動
　地域住民の生命や財産を守るため、火災発生時の消
火活動、風水害や地震等の大規模災害時における災
害巡視活動などを行います。
・火災予防に対する啓発活動
　訓練警戒活動、教育訓練活動、機械器具の点検、女
性消防団員による防火指導や広報活動を行います。

▼報酬等
・消防団員報酬　団員一人につき、定められた年間報
酬が支払われます。
・出動手当　火災や訓練などに出動したときは、手当
が支払われます。
・退職報償金　消防団員として５年以上勤務し、退団
するときに、在職年数や階級に応じて支払われます。

・公務災害補償　消防団活動中に負傷等を負った場
合、補償制度があります。
・活動服等の貸与　消防団活動に必要な法被、活動
服、ヘルメット、長靴等が貸与されます。

●消防団員を募集しています　～地域はあなたの力を必要としています！～

▼入団の申込み
　　日田市消防団は、６つの消防方面団（日田・前津
江・中津江・上津江・大山・天瀬）で構成され、そ
の中に51の消防分団があります。
　　入団を希望するときは、知り合いの分団員又は市
役所、各振興局に入団したい旨を伝えてください。

※住んでいる地域の分団に入団することが原則です。

　現在、少子高齢化や過疎化の影響で消防団員が年々減少しており、地域の消防力が低下しています。
　地域を守っていくために、あなたの力を貸してください。

おおいた消防団応援の店推進事業
　地域防災力の充実強化を図るため、消防団員を割引
サービス等で優遇する「消防団応援の店」の登録を
進めています。
【期待される効果】消防団員への入団促進、地域の安
全・安心、地域経済の活性化
【登録のメリット】県内約１万５千人（うち、日田市
内約１千人）の消防団員の集客効果
【登録方法】消防団応援の店登録については県消防保
安室（☎０９７‐５０６‐３１５８）にお問い合わ
せください。

地域ぐるみで大切な人、大切なまちを
守る消防団を応援しましょう！！

旭日単光章
消防功労

　山本岳人さん
（元 日田市消防団員）
故

平成29年緊急叙勲
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市政情報ピックアップ

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

●軽自動車の廃車や名義変更の手続きはお早めに

区分 手続場所 持参するもの
原動機付自転車
（125cc以下）
小型特殊自動車
（トラクター、フォークリフト等）

税務課税制窓口係
☎㉒８３９７
（市役所１階）

日田地区
自家用自動車協会
（田島２丁目）
☎㉔５１５６

□廃車　所有者・届出者の印
鑑、ナンバープレート
□名義変更　新旧所有者・届出
者の印鑑

※車名・車体番号等を確認します。

※詳細は自家用自動車協会にお問い
合わせください。

軽二輪
（125㏄を超え250cc以下）
二輪の小型自動車
（250ccを超えるもの）
軽自動車
（軽四輪乗用・貨物、軽三輪）

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車や原動機付自転車などの所有者に対して課税されます。
　まだ廃車・名義変更等の手続をしていない人は、早めに行ってください。

※軽自動車を４月２日以降に廃車・名義変更等の手続をしても、その年度分の軽自動車税は全額納めなけ
ればなりません。（月割還付等はありません）
※口座振替の人は、新たに軽自動車等を購入した場合、現在登録している口座から引き落とされます。
※小型特殊自動車（農耕作業用等）は、公道の通行有無にかかわらず、所有者によるナンバーの取得が義
務となっています。ナンバーの登録をお願いします。
※三輪及び四輪以上の軽自動車の税率は、初度検査年月（新車新規登録年月）等で変わります。
・初度検査年月が平成17年３月以前の車両は、平成30年度から経年重課税率の対象となります。
・初度検査年月が平成29年４月から平成30年３月までの車両は、環境性能に応じてグリーン化特例（軽
課）の対象となる場合があります。

問大分県福祉保健部障害福祉課☎０９７-５０６-２７２５
　社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

●ヘルプカードの配布を始めます！

　ヘルプカードとは外見からは分からなくても、支援や配慮を必要としてい
ることを周囲の人に知らせるためのものです。
　カードを持っている人を見かけたら、困っている様子のときには「何かお
困りですか？」と声を掛ける、手を差し伸べるなど手助けをお願いします。

▼配布開始日　３月12日㈪から

▼配布場所　　市役所１階　社会福祉課障害福祉係窓口

▼対象者　　　障がいのある人、難病の人、高齢者、妊娠中の人　等
※無料配布。
※詳細は大分県ホームページをご覧ください。

このカードが
　　　目印です！！

　　博物館特別展

●「太古の湖とそこに暮らした生きものたち」を開催します
　平成28年度の発掘調査で発見された動物の足跡化石
（実物展示）を中心に、太古に大山町一帯が湖であった
ことを示す大山層（更新世）から産出された動植物化
石、更に、大山層より少し前の宇佐市津房川層（鮮新
世）から産出されたゾウやシカの実物化石などを展示し
ます。

▶とき　
　３月10日㈯～５月６日㈰
　午前９時～午後５時
　（入館は午後４時30分まで）
※月曜日は休館日。
　（祝日の場合は翌日）
▶ところ
　アオーゼ１階　多目的ホール
▶観覧料　無料

問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）

①特別講演会
「大山町にサイやワニが棲んでいたってほんと？

　－足跡から探る太古の動物たち－」

▼とき　　３月25日㈰　午前10時30分～正午

▼ところ　アオーゼ３階　体験学習室

▼講師　　滋賀県足跡化石研究会　岡村喜明 氏

▼参加料　無料

▼募集数　50人
※下記に電話でお申し込みください。

②大山層の化石を触って、何の植物か調べ
てみよう！
③動物の足跡と自分の足の大きさを比べて
みよう！

※②・③は開期中毎日開催。

④特別展クイズ
※３月10日㈯～24日㈯まで期間限定。
※クイズ正解者にはプレゼントを差し上げます。

【期間中のイベント】

●スポーツ施設等の使用受付を開始
　日田市のスポーツ施設等の使用受付を開始します。

▼対象施設　　
　①総合体育館
　②中城体育館
　③大原公園テニスコート
　④球場・グラウンド
　⑤公園緑地施設

▼申込先　
　①～④：日田市市民サービス公社☎㉔６７５０（総合体育館内）
　　　⑤：日田市市民サービス公社☎㉔４０８１（総合体育館内）
※窓口は午前８時30分、電話は午前９時から受け付けます。
※日田市市民サービス公社ホームページ（http://www.hita-ssk.com）から
各施設の予約状況が確認できます。詳細はホームページをご覧ください。

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）
　日田市市民サービス公社☎㉔６７５０

申込日
 ３月１日㈭
 ４月２日㈪
 ５月１日㈫
 ６月１日㈮
 ７月２日㈪
 ８月１日㈬
 ９月３日㈪
10月１日㈪
11月１日㈭
12月３日㈪
 １月４日㈮
 ２月１日㈮

利用月
 ４月
 ５月
 ６月
 ７月
 ８月
 ９月
10月
11月
12月

平成31年１月
平成31年２月
平成31年３月

皆さんの意見を募集します！ーパブリックコメントー

日田市地域公共交通網形成計画（案）について
　日田市地域公共交通網形成計画（案）を公開していますので、ご意見をお寄せください。

■閲覧場所　市ホームページ、市役所３日以内窓口、まちづくり推進課、各振興局・振興センター、各地区公民
館（各振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、まちづくり推進課、各振興局・振興センター
■募集期限　３月16日㈮
問〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　まちづくり推進課まちづくり・公共交通係（市役所６階）　☎㉒８３５６　　㉒８３２４

※裏面に必要な手助けの記載が
　できるようになっています。
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くらしの情報Information ３.１ 次回の広報ひた３月15日号は、３月15日㈭に発送します。

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

移
住
奨
励
金
の
申
請
期
限
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
日
田
市
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
転

入
し
た
人
に
、
移
住
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
対
象

・
Ｕ
タ
ー
ン
者
（
過
去
に
５
年
以
上
継
続

し
て
日
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
た

人
）
が
い
る
転
入
世
帯

・
若
者
（
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
）

が
い
る
転
入
世
帯

※
転
入
し
た
世
帯
の
中
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
い
な

い
場
合
、
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
が
い

な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
奨
励
金
の
額

　
一
人
５
万
円
（
１
世
帯
上
限
10
万
円
）

■
条
件

・
世
帯
全
員
が
、
転
入
前
の
直
近
５
年
以
上

日
田
市
以
外
に
住
民
登
録
し
て
い
た
こ
と

・
転
勤
や
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
た
め
の
転

入
で
は
な
い
こ
と

・
５
年
以
上
日
田
市
に
住
む
こ
と
　
な
ど

■
申
請
期
限

・
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
転
入

　
転
入
日
か
ら
２
年
以
内

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月

31
日
に
転
入

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

・
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月

31
日
に
転
入

　
転
入
日
か
ら
１
年
以
内

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

J
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
を
使
用
し
た
、
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
14
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
広
場
整
備
工
事
に

伴
う
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
広
場
の
老
朽
化
に
伴
い

３
月
か
ら
本
格
的
な
改
修
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
現
在
、
駅
前
広
場
の
駐
車
場
を
一

時
的
に
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
工

事
の
進
捗
に
よ
っ
て
一
般
車
両
の
駐
車
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

ひ
た
の
恋
恵
販
売
受
付

■
販
売
物
　
袋
詰
肥
料
15
キ
ロ
グ
ラ
ム

■
成
分
　

　
窒
素
3.2
％
、
リ
ン
4.6
％
、
カ
リ
ウ
ム
0.4
％

■
販
売
手
数
料
　
１
袋
50
円

■
申
込
方
法
　
は
が
き
で
申
込
み

※
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
昼
間

の
連
絡
先
）
、
申
込
数
量
（
1
世
帯
20
袋
ま

で
）
を
記
入
。

※
電
話
及
び
来
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
送
付
先
　
〒
８
７
７
‐
０
０
７
７

　
南
友
田
町
６
５
１

　
日
田
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限

　
３
月
15
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

■
販
売
方
法
　
申
込
み
順
に
販
売

※
電
話
で
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
引
き
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
１
日
の
生
産
量
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
連
絡
ま
で
数
か
月
〜
１

年
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
４
７
２

苗
木
の
無
料
配
布

　
環
境
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
花
木

の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
８
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
中
城
体
育
館
横

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
入
口
で
行
い
ま
す
。

■
配
布
本
数

　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
の
苗
木
を
１
０
０
本
程
度

（
先
着
順
）

※
配
布
会
場
で
は
緑
の
募
金
活
動
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

資
源
回
収
団
体
登
録
説
明
会

　
市
内
の
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
）
子

供
会
等
の
団
体
が
資
源
回
収
活
動
を
行
っ
た

場
合
に
、
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
奨
励
金
の
交
付
を

希
望
す
る
団
体
は
、
登
録
が
必
要
で
す
の
で

必
ず
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
度
か
ら
奨
励
金
交
付
単
価
や
ポ
イ

ン
ト
を
見
直
す
予
定
で
す
。
　

■
と
き
　
３
月
27
日
㈫
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
奨
励
金
の
対
象
資
源
物

　
古
紙
類
、
古
布
、
瓶
類

■
登
録
有
効
期
間
　
１
年
間

※
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
も
再
度
登
録
が
必

要
で
す
。

※
新
規
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
事
前
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
３
月
25
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

暮
ら
し
の
便
利
帳
を

配
布
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
や
転
入
者
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
「
暮

ら
し
の
便
利
帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
２
月

か
ら
各
世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
が
、
お
手

元
に
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
大
分
支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
大
分
支
店

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
５
２
２
７

　
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

「
第
51
回
津
江
山
系
釈
迦
連
峰

山
開
き
」
開
催
日
変
更

　　
毎
年
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
開
催

し
て
い
た
津
江
山
系
釈
迦
連
峰
山
開
き
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

■
平
成
30
年
開
催
日
　
５
月
13
日
㈰
　

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
ひ
た
５

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
53
２
１
１
１
（
前
津
江
振
興
局
内
）

『
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

オ
リ
ジ
ナ

ル
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
呼
ぼ
う
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
津
江
村
の
参
加
が
決
定

　
「
コ
カ・コ
ー
ラ 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ 

ト
ロ
フ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
実
施
の
た

め
、
４
月
27
日
〜
30
日
の
間
、
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。
４
月
30
日

の
訪
問
地
を
３
つ
の
候
補
地
か
ら
投
票
で

決
定
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、

候
補
地
の
１
つ
に
中
津
江
村
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
投
票
で
中
津
江
村
に
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！

■
訪
問
候
補
地

・
日
田
市
中
津
江
村

・
福
島
県
楢
葉
町
、
広
野
町

・
静
岡
県
静
岡
市

■
投
票
期
間
　
３
月
５
日
㈪
〜
31
日
㈯

※
投
票
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、

コ
カ・コ
ー
ラ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
投

票
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

  secure.cocacola.jp/trophy2018/

）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
事
業
実
績
報
告

　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助

成
を
受
け
て
、
日
田
市
陸
上
競
技
場
の
走

路
等
舗
装
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き

　
３
月
８
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題

　
「
落
ち
着
き
の
な
い
子
、
引
っ
込
み
思

案
の
子
、
発
達
の
気
に
な
る
子
、
み
ん

な
が
明
日
の
日
田
を
支
え
る
原
石
で

す
」

■
講
師

・
大
分
大
学
客
員
教
授
・
中
津
市
立
中
津

市
民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟 

先
生

・
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
小
児
科
部
長

下
村 

豪 

先
生

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

委
託
事
業
者
募
集

　
市
が
実
施
し
て
い
る
食
の
自
立
支
援
事

業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
の
委
託
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
３
月
15
日
㈭
〜
（
随
時
募
集
）

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き

　
３
月
18
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が 

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る

バ
ス
の
運
賃
割
引

　
こ
れ
ま
で
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が

い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
バ
ス
の
運
賃

割
引
制
度
が
、
精
神
障
が
い
者
に
も
拡
大

さ
れ
ま
す
。

■
開
始
日
　
４
月
１
日
㈰
か
ら
　

■
対
象

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人

※
本
人
確
認
の
た
め
、
顔
写
真
付
き
で
交
付
さ

れ
た
手
帳
の
提
示
が
必
要
で
す
。

■
割
引
内
容
　

　
普
通
運
賃
５
割
引
、
定
期
券
３
割
引

※
詳
細
は
各
バ
ス
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
バ
ス
会
社

・
日
田
バ
ス
（
株
）

　
☎
㉒
７
１
０
５

・
大
分
バ
ス
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
０
０
０

・
大
分
交
通
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
７
４
５
５

・
亀
の
井
バ
ス
（
株
）

　
☎
０
９
７
７
‐
２
５
‐
１
６
６
８

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

木
育
講
演
会

　　
市
民
や
子
供
た
ち
が
身
近
な
木
に
親
し

み
、
触
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
木
や
森
と

の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
豊
か

な
心
を
育
む
た
め
に
木
育
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
16
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

※
入
場
無
料
。

■
演
題
　
木
育
と
子
育
て
・
地
域
興
し
〜

今
、
木
や
森
に
触
れ
る
こ
と
の
意
義
〜

■
講
師
　
熊
本
大
学
教
育
学
部
副
学
部

長
・
教
授
　
田
口
浩
継 

氏

■
対
象
者
　
児
童
の
保
護
者
及
び
教
育
、

保
育
関
係
者
、
子
供
・
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
人
、
林
業
、
木
材
産
業
及
び
木

工
関
係
者
　
な
ど

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
電
話
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

　
　
㉒
８
２
４
６

　
　rinsei@

city.hita.oita.jp

熊
本
地
震
か
ら
２
年

県
指
定
史
跡
「
永
山
城
跡
」

災
害
復
旧
工
事
現
場
説
明
会
開
催

　　
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
県
指
定
史

跡
「
永
山
城
跡
」
災
害
復
旧
工
事
の
現
場

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
修
理
の
進
む
石

垣
の
伝
統
的
な
石
積
み
工
法
や
発
掘
調
査

の
成
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
日
頃
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
石
垣
裏
側
の
様
子
な

ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
３
月
18
日
㈰

・
１
回
目
　
午
前
11
時
〜

・
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
不
要
。
（
開
始
時
間
の
10
分
前
ま
で
に

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
少
雨
決
行
。

■
と
こ
ろ
　
史
跡
永
山
城
跡
（
月
隈
公
園
）

※
受
付
は
公
園
広
場
東
屋
。

※
当
日
は
「
天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
」
期
間

中
の
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
参
加
料
　
無
料

■
対
象
　
小
学
生
以
上

　
（
た
だ
し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
受
付
後
、
現
地
ま
で
徒
歩
で
登
り
ま
す
が
、

通
路
は
砂
利
道
の
急
な
坂
で
、
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
靴
な
ど
の
歩
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

「
咸
宜
園
ゆ
か
り
の
地
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
事
業
」
成
果
発
表
会

　　
咸
宜
園
放
学
遊
山
の
会
で
は
、
廣
瀬
淡

窓
先
生
が
訪
ね
歩
い
た
名
所
・
旧
跡
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
の
事
業
成
果
発
表
や
記
念
講
演
を
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
平
成
29
年
度
市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
事

業
）

■
と
き
　
３
月
21
日
㈷

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
講
師
　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
名

誉
館
長
　
後
藤
宗
俊 

氏

■
演
題
　
「
咸
宜
園
の
放
学
遊
山
」

※

入
場
無
料
。
（
申
込
み
不
要
）

問
世
界
遺
産
推
進
室
（
咸
宜
園
教
育
研
究

　
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
ス
ポ
レ
ク
元
気
塾

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
総
合
体
育
館

※
冬
期
は
午
前
10
時
〜
正
午
。

■
会
費
　
月
額
５
０
０
円

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
総
合
体
育
館

■
会
費
　
月
額
１
５
０
０
円

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
合
体
育
館
☎
㉔
６
７
５
０

　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

韓
国
語
無
料
体
験
講
座

（
入
門
、
初
心
者
中
心
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
15
日
㈭
、
22
日
㈭
、
29
日
㈭

　
（
計
３
回
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
咸
宜
公
民
館
　
学
習
室
　

※
中
・
上
級
者
は
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
韓
国
語
教
室
（
藤
原
・
劉
泌
汝
）

　
☎
０
８
０
‐
５
６
０
６
‐
４
８
８
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
３
月
22
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
２
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
市
役
所
２
階
　
2
0
2
会
議
室

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
９
３
７
７

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
高
校
生
以
上
を
対
象
に
、
手
話
の
基
本

的
動
作
を
習
得
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
10
日
㈫
〜
平
成
31
年
３
月
12
日
㈫

の
毎
週
火
曜
日
（
全
47
回
）

　
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

□
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

□
修
了
条
件

　
全
47
回
の
う
ち
31
回
以
上
出
席
し
た
人

□
申
込
期
限
　
３
月
30
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔
７
０
２
６

熱
中
症
予
防
対
策
労
働
衛
生
教
育

　
厚
生
労
働
省
か
ら
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
予
防
対
策
の
重
点
的
な
実
施
の
通
知
が

出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
ゼ
ロ
を
目

指
し
管
理
者
及
び
作
業
管
理
者
向
け
の
労

働
衛
生
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
24
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
　
総
合
体
育
館
　

□
申
込
期
間

　
３
月
12
日
㈪
〜
４
月
10
日
㈫

※
受
講
料
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
労
働
基
準
協
会
日
田
支
部
（
吉
田
）

　
☎
㉗
６
４
５
３

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
受
講
者
募
集

　
求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
無
料
で
パ
ソ

コ
ン
講
習
を
行
い
ま
す
。
全
て
の
職
種
に

必
要
な
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
表
計
算
ソ
フ

ト
の
ス
キ
ル
が
身
に
付
き
ま
す
。

□
と
き

　
４
月
23
日
㈪
〜
７
月
20
日
㈮

　
（
訓
練
日
数
58
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

　
（
月
〜
金
曜
日
）
　

□
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
、
車
で
通
所
す
る
場
合
は

駐
車
代
金
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数
　
15
人

□
申
込
期
限
　
３
月
29
日
㈭

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
（
☎
㉒
８
６
０
９
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
（
石
松
）

　
☎
㉓
３
６
０
１

「
い
の
ち
の
電
話
」
第
35
期
電
話
相
談
員
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
自
殺
願
望
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
危
機
に
あ
る

人
々
の
よ
き
隣
人
に
な
り
た
い
と
い
う
願

い
か
ら
生
ま
れ
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
参
加
す

る
意
欲
を
持
つ
20
歳
以
上
の
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

□
講
座
期
間

・
前
期
　
５
月
８
日
㈫
〜
９
月
４
日
㈫
　

・
後
期
　
９
月
18
日
㈫
〜
平
成
31
年
３
月

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日
。

※
受
講
料
が
別
途
必
要
で
す
。

□
と
こ
ろ

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

□
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈷

□
募
集
方
法

　
事
務
局
に
電
話
で
募
集
要
項
を
請
求

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
い
の
ち
の
電
話
事

務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
２
４
８
８

訂
正

　
広
報
ひ
た
２
月
１
日
号
日
田
市
成
人
式

の
一
部
を
訂
正
し
ま
す
。

　
４
ペ
ー
ジ
　
日
田
市
成
人
式

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ピ
ア
ノ
演
奏

　
宮
永
彩
香
さ
ん

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

こ 

え
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移
住
奨
励
金
の
申
請
期
限
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
日
田
市
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
転

入
し
た
人
に
、
移
住
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
対
象

・
Ｕ
タ
ー
ン
者
（
過
去
に
５
年
以
上
継
続

し
て
日
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
た

人
）
が
い
る
転
入
世
帯

・
若
者
（
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
）

が
い
る
転
入
世
帯

※
転
入
し
た
世
帯
の
中
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
い
な

い
場
合
、
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
が
い

な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
奨
励
金
の
額

　
一
人
５
万
円
（
１
世
帯
上
限
10
万
円
）

■
条
件

・
世
帯
全
員
が
、
転
入
前
の
直
近
５
年
以
上

日
田
市
以
外
に
住
民
登
録
し
て
い
た
こ
と

・
転
勤
や
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
た
め
の
転

入
で
は
な
い
こ
と

・
５
年
以
上
日
田
市
に
住
む
こ
と
　
な
ど

■
申
請
期
限

・
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
転
入

　
転
入
日
か
ら
２
年
以
内

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月

31
日
に
転
入

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

・
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月

31
日
に
転
入

　
転
入
日
か
ら
１
年
以
内

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

J
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
を
使
用
し
た
、
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
14
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
広
場
整
備
工
事
に

伴
う
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
広
場
の
老
朽
化
に
伴
い

３
月
か
ら
本
格
的
な
改
修
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
現
在
、
駅
前
広
場
の
駐
車
場
を
一

時
的
に
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
工

事
の
進
捗
に
よ
っ
て
一
般
車
両
の
駐
車
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

ひ
た
の
恋
恵
販
売
受
付

■
販
売
物
　
袋
詰
肥
料
15
キ
ロ
グ
ラ
ム

■
成
分
　

　
窒
素
3.2
％
、
リ
ン
4.6
％
、
カ
リ
ウ
ム
0.4
％

■
販
売
手
数
料
　
１
袋
50
円

■
申
込
方
法
　
は
が
き
で
申
込
み

※
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
昼
間

の
連
絡
先
）
、
申
込
数
量
（
1
世
帯
20
袋
ま

で
）
を
記
入
。

※
電
話
及
び
来
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
送
付
先
　
〒
８
７
７
‐
０
０
７
７

　
南
友
田
町
６
５
１

　
日
田
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限

　
３
月
15
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

■
販
売
方
法
　
申
込
み
順
に
販
売

※
電
話
で
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
引
き
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
１
日
の
生
産
量
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
連
絡
ま
で
数
か
月
〜
１

年
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
４
７
２

苗
木
の
無
料
配
布

　
環
境
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
花
木

の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
８
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
中
城
体
育
館
横

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
入
口
で
行
い
ま
す
。

■
配
布
本
数

　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
の
苗
木
を
１
０
０
本
程
度

（
先
着
順
）

※
配
布
会
場
で
は
緑
の
募
金
活
動
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

資
源
回
収
団
体
登
録
説
明
会

　
市
内
の
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
）
子

供
会
等
の
団
体
が
資
源
回
収
活
動
を
行
っ
た

場
合
に
、
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
奨
励
金
の
交
付
を

希
望
す
る
団
体
は
、
登
録
が
必
要
で
す
の
で

必
ず
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
度
か
ら
奨
励
金
交
付
単
価
や
ポ
イ

ン
ト
を
見
直
す
予
定
で
す
。
　

■
と
き
　
３
月
27
日
㈫
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
奨
励
金
の
対
象
資
源
物

　
古
紙
類
、
古
布
、
瓶
類

■
登
録
有
効
期
間
　
１
年
間

※
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
も
再
度
登
録
が
必

要
で
す
。

※
新
規
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
事
前
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
３
月
25
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

暮
ら
し
の
便
利
帳
を

配
布
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
や
転
入
者
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
「
暮

ら
し
の
便
利
帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
２
月

か
ら
各
世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
が
、
お
手

元
に
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
大
分
支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
大
分
支
店

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
５
２
２
７

タ
ウ
ン
情
報

募
集

イ
ベ
ン
トこころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

介護休業「93日」まで

　平均寿命と健康寿命の差を数字で表すと男
性：9.02年、女性：12.4年。（平成25年数値）
　健康寿命とは「健康上の問題によって日常生
活が制限されることなく生活できる期間」で
す。そうすると冒頭の数字は「健康上の問題か
ら日常生活が制限される」期間（年数）である
とともに「何らかの介護を必要とする可能性が
高い」期間といえます。
　総務省の『就業構造基本調査（平成24年）』
によると、家族等を介護している人は550万人
以上で、そのうちの約５割が働きながらの介護
です。また、介護を理由に離職した人は、平成
24年９月までの１年間で10万人以上に上ります。
　そのような中、2017年１月に育児・介護休
業法が改正され、介護休業が対象家族１人につ
き「原則１回93日まで」から「３回を上限に通
算93日まで」になりましたが、なぜ、介護休業
は“93日＝約３か月”なのでしょうか。
　介護休業「93日」は、“介護に関する長期的
方針を決めるための期間”と国は位置づけていま
す。言い換えれば、自らが介護に専念するため
の休業ではなく、介護と仕事の両立に必要な介
護サービスの相談や申請等を行い体制を整える
ための「準備期間」としての休業です。
　いざ介護が必要となった時、仕事との両立が
可能な介護サービスが望むように受けられれば
問題はありません。しかし、現実は要介護者の
状況によっては、サービスを受けられないこと
や施設の空きを待たねばならないこと等もある
ようです。また、介護は育児と違って年数経過
による状況改善が少ないことに加え、先の予測
がつかないという特殊性を持ち合わせていま
す。そして、このようなことが一因となり、不
安や焦りが増幅し心身共に疲れ果てた末に、介
護離職や介護うつ、介護虐待、介護心中といっ
た悲惨な事態を引き起こすこともあります。
　超高齢化が進行する日本。介護を取り巻く環
境整備と課題の解消は待ったなしの状態です。
誰もが健康的な生活を送る権利を持っており、
それを全体で守る―。支え合い助け合うこと
が、未来を変えるのではないでしょうか。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

「
第
51
回
津
江
山
系
釈
迦
連
峰

山
開
き
」
開
催
日
変
更

　　
毎
年
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
開
催

し
て
い
た
津
江
山
系
釈
迦
連
峰
山
開
き
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

■
平
成
30
年
開
催
日
　
５
月
13
日
㈰
　

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
ひ
た
５

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
53
２
１
１
１
（
前
津
江
振
興
局
内
）

『
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

オ
リ
ジ
ナ

ル
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
呼
ぼ
う
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
津
江
村
の
参
加
が
決
定

　
「
コ
カ・コ
ー
ラ 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ 

ト
ロ
フ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
実
施
の
た

め
、
４
月
27
日
〜
30
日
の
間
、
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。
４
月
30
日

の
訪
問
地
を
３
つ
の
候
補
地
か
ら
投
票
で

決
定
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、

候
補
地
の
１
つ
に
中
津
江
村
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
投
票
で
中
津
江
村
に
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！

■
訪
問
候
補
地

・
日
田
市
中
津
江
村

・
福
島
県
楢
葉
町
、
広
野
町

・
静
岡
県
静
岡
市

■
投
票
期
間
　
３
月
５
日
㈪
〜
31
日
㈯

※
投
票
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、

コ
カ・コ
ー
ラ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
投

票
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

  secure.cocacola.jp/trophy2018/

）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
事
業
実
績
報
告

　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助

成
を
受
け
て
、
日
田
市
陸
上
競
技
場
の
走

路
等
舗
装
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き

　
３
月
８
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題

　
「
落
ち
着
き
の
な
い
子
、
引
っ
込
み
思

案
の
子
、
発
達
の
気
に
な
る
子
、
み
ん

な
が
明
日
の
日
田
を
支
え
る
原
石
で

す
」

■
講
師

・
大
分
大
学
客
員
教
授
・
中
津
市
立
中
津

市
民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟 

先
生

・
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
小
児
科
部
長

下
村 

豪 

先
生

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

委
託
事
業
者
募
集

　
市
が
実
施
し
て
い
る
食
の
自
立
支
援
事

業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
の
委
託
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
３
月
15
日
㈭
〜
（
随
時
募
集
）

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き

　
３
月
18
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が 

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る

バ
ス
の
運
賃
割
引

　
こ
れ
ま
で
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が

い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
バ
ス
の
運
賃

割
引
制
度
が
、
精
神
障
が
い
者
に
も
拡
大

さ
れ
ま
す
。

■
開
始
日
　
４
月
１
日
㈰
か
ら
　

■
対
象

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人

※
本
人
確
認
の
た
め
、
顔
写
真
付
き
で
交
付
さ

れ
た
手
帳
の
提
示
が
必
要
で
す
。

■
割
引
内
容
　

　
普
通
運
賃
５
割
引
、
定
期
券
３
割
引

※
詳
細
は
各
バ
ス
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
バ
ス
会
社

・
日
田
バ
ス
（
株
）

　
☎
㉒
７
１
０
５

・
大
分
バ
ス
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
０
０
０

・
大
分
交
通
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
７
４
５
５

・
亀
の
井
バ
ス
（
株
）

　
☎
０
９
７
７
‐
２
５
‐
１
６
６
８

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

木
育
講
演
会

　　
市
民
や
子
供
た
ち
が
身
近
な
木
に
親
し

み
、
触
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
木
や
森
と

の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
豊
か

な
心
を
育
む
た
め
に
木
育
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
16
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

※
入
場
無
料
。

■
演
題
　
木
育
と
子
育
て
・
地
域
興
し
〜

今
、
木
や
森
に
触
れ
る
こ
と
の
意
義
〜

■
講
師
　
熊
本
大
学
教
育
学
部
副
学
部

長
・
教
授
　
田
口
浩
継 

氏

■
対
象
者
　
児
童
の
保
護
者
及
び
教
育
、

保
育
関
係
者
、
子
供
・
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
人
、
林
業
、
木
材
産
業
及
び
木

工
関
係
者
　
な
ど

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
電
話
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

　
　
㉒
８
２
４
６

　
　rinsei@

city.hita.oita.jp

熊
本
地
震
か
ら
２
年

県
指
定
史
跡
「
永
山
城
跡
」

災
害
復
旧
工
事
現
場
説
明
会
開
催

　　
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
県
指
定
史

跡
「
永
山
城
跡
」
災
害
復
旧
工
事
の
現
場

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
修
理
の
進
む
石

垣
の
伝
統
的
な
石
積
み
工
法
や
発
掘
調
査

の
成
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
日
頃
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
石
垣
裏
側
の
様
子
な

ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
３
月
18
日
㈰

・
１
回
目
　
午
前
11
時
〜

・
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
不
要
。
（
開
始
時
間
の
10
分
前
ま
で
に

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
少
雨
決
行
。

■
と
こ
ろ
　
史
跡
永
山
城
跡
（
月
隈
公
園
）

※
受
付
は
公
園
広
場
東
屋
。

※
当
日
は
「
天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
」
期
間

中
の
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
参
加
料
　
無
料

■
対
象
　
小
学
生
以
上

　
（
た
だ
し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
受
付
後
、
現
地
ま
で
徒
歩
で
登
り
ま
す
が
、

通
路
は
砂
利
道
の
急
な
坂
で
、
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
靴
な
ど
の
歩
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

「
咸
宜
園
ゆ
か
り
の
地
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
事
業
」
成
果
発
表
会

　　
咸
宜
園
放
学
遊
山
の
会
で
は
、
廣
瀬
淡

窓
先
生
が
訪
ね
歩
い
た
名
所
・
旧
跡
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
の
事
業
成
果
発
表
や
記
念
講
演
を
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
平
成
29
年
度
市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
事

業
）

■
と
き
　
３
月
21
日
㈷

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
講
師
　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
名

誉
館
長
　
後
藤
宗
俊 

氏

■
演
題
　
「
咸
宜
園
の
放
学
遊
山
」

※

入
場
無
料
。
（
申
込
み
不
要
）

問
世
界
遺
産
推
進
室
（
咸
宜
園
教
育
研
究

　
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
ス
ポ
レ
ク
元
気
塾

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
総
合
体
育
館

※
冬
期
は
午
前
10
時
〜
正
午
。

■
会
費
　
月
額
５
０
０
円

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
総
合
体
育
館

■
会
費
　
月
額
１
５
０
０
円

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
合
体
育
館
☎
㉔
６
７
５
０

　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

韓
国
語
無
料
体
験
講
座

（
入
門
、
初
心
者
中
心
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
15
日
㈭
、
22
日
㈭
、
29
日
㈭

　
（
計
３
回
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
咸
宜
公
民
館
　
学
習
室
　

※
中
・
上
級
者
は
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
韓
国
語
教
室
（
藤
原
・
劉
泌
汝
）

　
☎
０
８
０
‐
５
６
０
６
‐
４
８
８
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
３
月
22
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
２
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
市
役
所
２
階
　
2
0
2
会
議
室

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
９
３
７
７

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
高
校
生
以
上
を
対
象
に
、
手
話
の
基
本

的
動
作
を
習
得
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
10
日
㈫
〜
平
成
31
年
３
月
12
日
㈫

の
毎
週
火
曜
日
（
全
47
回
）

　
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

□
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

□
修
了
条
件

　
全
47
回
の
う
ち
31
回
以
上
出
席
し
た
人

□
申
込
期
限
　
３
月
30
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔
７
０
２
６

熱
中
症
予
防
対
策
労
働
衛
生
教
育

　
厚
生
労
働
省
か
ら
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
予
防
対
策
の
重
点
的
な
実
施
の
通
知
が

出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
ゼ
ロ
を
目

指
し
管
理
者
及
び
作
業
管
理
者
向
け
の
労

働
衛
生
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
24
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
　
総
合
体
育
館
　

□
申
込
期
間

　
３
月
12
日
㈪
〜
４
月
10
日
㈫

※
受
講
料
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
労
働
基
準
協
会
日
田
支
部
（
吉
田
）

　
☎
㉗
６
４
５
３

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
受
講
者
募
集

　
求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
無
料
で
パ
ソ

コ
ン
講
習
を
行
い
ま
す
。
全
て
の
職
種
に

必
要
な
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
表
計
算
ソ
フ

ト
の
ス
キ
ル
が
身
に
付
き
ま
す
。

□
と
き

　
４
月
23
日
㈪
〜
７
月
20
日
㈮

　
（
訓
練
日
数
58
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

　
（
月
〜
金
曜
日
）
　

□
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
、
車
で
通
所
す
る
場
合
は

駐
車
代
金
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数
　
15
人

□
申
込
期
限
　
３
月
29
日
㈭

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
（
☎
㉒
８
６
０
９
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
（
石
松
）

　
☎
㉓
３
６
０
１

「
い
の
ち
の
電
話
」
第
35
期
電
話
相
談
員
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
自
殺
願
望
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
危
機
に
あ
る

人
々
の
よ
き
隣
人
に
な
り
た
い
と
い
う
願

い
か
ら
生
ま
れ
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
参
加
す

る
意
欲
を
持
つ
20
歳
以
上
の
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

□
講
座
期
間

・
前
期
　
５
月
８
日
㈫
〜
９
月
４
日
㈫
　

・
後
期
　
９
月
18
日
㈫
〜
平
成
31
年
３
月

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日
。

※
受
講
料
が
別
途
必
要
で
す
。

□
と
こ
ろ

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

□
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈷

□
募
集
方
法

　
事
務
局
に
電
話
で
募
集
要
項
を
請
求

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
い
の
ち
の
電
話
事

務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
２
４
８
８

訂
正

　
広
報
ひ
た
２
月
１
日
号
日
田
市
成
人
式

の
一
部
を
訂
正
し
ま
す
。

　
４
ペ
ー
ジ
　
日
田
市
成
人
式

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ピ
ア
ノ
演
奏

　
宮
永
彩
香
さ
ん

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

ユ 

ピ
ル
リ
ョ
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まちの話題

公民館寿学級・老人クラブ合同新年会
　１月17日、津江老人福祉センターで、中津江公
民館が主催する、公民館高齢者教室寿学級と村内の
老人クラブ合同の新年会が開催された。ゲストの民
謡歌手カルデラ輝久山さん、瀬井真奈美さんによる
歌謡ショー等も行われ、33人の参加者は、民謡や
懐かしの流行歌を一緒に歌ったり、談笑しながら昼
食を楽しみ、新年の訪れを祝った。

山の安全を祈願して
　１月16日、鯛生金山の山神社及び金山観光坑道
内山神社で、山への感謝と作業の安全や無災害など
を願って行われる「山の神まつり」が行われた。こ
の「山の神まつり」は、年３回（１・５・９月の
16日）行われ、鯛生金山関係者及び山に関わる仕
事をしている人等約50人が参加し、今年１年間の
安全を祈願した。　

上手にトントンできたよ
　１月25日、天瀬児童館で乳幼児対象のリズム遊
びが行われた。子供たちは、アンパンマンの曲
や、「とんとんとんとんひげじいさん」の曲など、
楽しい手遊び歌に合わせて、元気に体を動かしてい
た。天瀬児童館では、お話し会や工作なども行われ
ており、子育てが初めてという人も、一緒になって
交流ができ、情報交換の場となっている。

大きな門松にびっくり
　12月18日から１月14日まで、お正月を迎える行
事として、慈恩の滝２か所に、高さ約５メートルの
大きな門松が設置された。これは、杉河内ふるさと
づくり実行委員会のメンバーが、杉河内の玄関口で
ある慈恩の滝を訪れる観光客に「お正月の風物詩を
楽しんでもらいたい」と製作。訪れた人たちは、嬉
しそうに大きな門松と一緒に写真を撮っていた。

オリジナルのレシピで　いざ勝負！
　１月28日、昭和学園高校で、高校生「ひたジビ
エレシピグランプリ」が開催された。既成概念に捕
われないジビエ料理の創作に、市内の高校生５チー
ムが挑んだ。それぞれに工夫を凝らしたオリジナル
のレシピで、味や見栄えなどを競った。最優秀賞に
は昭和学園高校の「ＳＧＣＤ４」と日田高校の「ミ
トコンドリア」の２チームが選ばれた。

プロレスラーと真剣勝負
　１月19日、白毫こども園にプロレスラーのめん
たい☆キッド選手が訪れ、災害復興交流イベントが
開催された。園児、保護者ら約50人が参加し、腕
立てやスクワットなどのトレーニングや園児が練習
してきた「めんたい☆体操」を一緒に行った。その
後、めんたい☆キッド選手対園児の綱引き対決が行
われ、会場は大いに盛り上がった。

証明書等のコンビニ交付スタート
　２月１日、コンビニで証明書が取得できるサービ
スの開始セレモニーがセブン-イレブン日田田島２丁
目店で開催された。ひかりこども園の園児たちの可
愛らしいダンスの後、関係者によるテープカットが
行われた。セレモニー後、副市長が実際に住民票を
取得。「市民の皆さんもマイナンバーカードを取得
し、便利なサービスを利用してほしい」と語った。

日田木レンジャー結成！
　木の知識を世に広め、日田の基幹産業である林
業・製材業を認知してもらうことを目的に、小学生
６人の小さな「木レンジャー」が誕生。１月30
日、結成の報告に市長を訪れた。木レンジャー
は「日田市を中心に国内・世界に日本の木材をＰＲ
したい。いろんな木のことや日田杉のことを知って
もらえたら嬉しい」と活動の意気込みを語った。

天瀬

中津江 日田

もく
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雪道に気を付けて！
　今年は、例年になく寒波が続いた。振興局周辺は
坂道が多く、朝夕の車の通行ではスリップ事故が心
配される。雪の降った平日の早朝から振興局職員を
中心に、集落支援員や地域おこし協力隊の有志が周
辺道路等の除雪作業を行っている。「振興局や保育
園などを訪れる人達が事故を起こさないように」
と、前津江村役場があった頃から続けられている。

人権の花の輪を広げよう！
　１月18日、前津江小学校の児童が「人権の花の
輪を広げよう」と、町内の事業所にプランターの花
を贈った。児童が大事に育てた色鮮やかな花が、振
興局玄関前にも飾られた。チューリップの新芽が伸
びている姿に、来訪者から「人の温もりで人権意識
の芽も伸び、花のように美しく明るい社会になって
欲しい」と早くも人権の輪が広がっていた。

前津江

上津江

地域の宝を探そう
　２月10日、「地域資源を活かしたまちづくりと
生きがいづくり」と題した地域づくり講演会が振興
局で行われた。講師に、佐賀県地域づくりネットワ
ーク協議会会長の多良淳二氏を招き、「ないものね
だりをするより地域の宝を探すことが地域づくりに
重要である」と講演が行われ、参加者は具体的で分
かりやすい講話に真剣に耳を傾けていた。

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

協力隊カフェオープン
　２月８日、大山地区の地域おこし協力隊員が主催
する、「協力隊カフェ」が大山文化センターロビー
で開催された。このカフェは、誰でも自由に参加
し、お茶を飲みながら、おしゃべりする場として設
けられた。当日は、約20人が参加し、大山町の話
や趣味の話など色々な話題で盛り上がり、カフェに
訪れた皆さんが楽しめる、憩いの場となっていた。

大山

鬼は外！福は内！
　２月２日、すぎっ子こども園で毎年恒例の節分の
豆まきが行われた。この日のために、園児自ら作っ
た手作りのお面を身に付け、豆まきを開始。「鬼は
外！福は内！」と一人ひとりが自分のおなかの中に
隠れている泣き虫鬼等を退治しようと、大きな声を
出しなが豆を投げ合った。厳しい寒さの中、園児た
ちの元気な掛け声が園内に福を招いていた。

最後の最後まで音に思いを込めて
　２月18日、パトリア日田で、大山ジュニアブラ
スバンドのお別れコンサートが開催された。このお
別れコンサートは、メンバーのうち小学校６年生の
卒業に伴い、日頃の練習の成果を披露する演奏会と
して開催された。
　大山ジュニアブラスバンドは今年で結成34年
目。数年前から中学生と一緒に活動を行ってきた
が、少子化の影響から年々部員が減少。現在では８
人と、今後の存続が厳しくなり、今回のお別れコン
サートが最後の対外的な活動となった。当日は、日
田林工高等学校の吹奏楽部もゲスト出演し、コンサ
ートに華を添えた。
　メンバーは、これまで練習してきた楽曲を思いを
込めて演奏し、会場に集まった約100人の観客から
大きな拍手が送られ、大山ジュニアブラスバンドの
最後の演奏会となった。

昔ながらの遊びを学ぶ
　大山小学校３年生と日田市身体障害者協会のメン
バーはこれまで、７回にわたり風船バレーを通して
触れ合いを行ってきた。２月15日には、竹馬や竹
とんぼなど昔ながらの遊びを行い、児童たちは興味
深そうに遊具を手に取っていた。協会の皆さんか
ら、竹馬にうまく乗るコツなど丁寧に教えてもらい
ながら楽しそうに遊び、交流を深めていた。

2018. ３. １　広報ひた広報ひた　2018. ３. １ 1415



新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　３月10日㈯
　午後３時～４時
　３月24日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

地域おこし協力隊活動⑦

地域を盛り上げます！

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

夜行列車よ永遠に
隔月刊誌「旅と鉄道」編集部／編
天夢人
　誰にとっても夜行列車は特別な存在
だ。歴史にその名を刻んだ往年の名夜
行列車から、現在運行されている「サ
ンライズエクスプレス」まで、数々の
物語を乗せて走り続けた夜行列車たち
を紹介する。

レ・ミゼラブル　前編
五島夕夏／文・絵
ヴィクトル・ユーゴー／原作
岩崎書店
　長い投獄生活で疲れ切ったジャ
ン・ヴァルジャンがディーニュのま
ちにやってきた…。ユーゴーの名作
『レ・ミゼラブル』を動物絵本化。
ジャン・ヴァルジャン、コゼット、
ジャヴェルなどおなじみの登場人物
たちが、かわいい動物に。

今回は大山地区で活躍している上戸さんを紹介します！

大好き図書館！ 　
本
市
で
は
、
新
た
に
就
農
を
希
望

す
る
人
を
対
象
と
し
た
研
修
制

度
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」
を

開
校
し
て
お
り
、
昨
年
の
５
月
か

ら
「
大
山
え
の
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
」
で
加
藤
さ
ん
と
帆
足
さ
ん

の
二
人
が
研
修
中
で
す
。

　
二
人
は
高
校
の
同
級
生
で
、
卒
業

後
別
々
の
会
社
で
働
い
て
い
ま
し
た

が
「
将
来
、
自
分
達
で
何
か
を
作
っ

て
起
業
し
た
い
」
と
話
し
合
う
よ
う

に
な
り
、
そ
の
選
択
肢
の
一
つ

に
「
農
業
」
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
全
く
関
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
農
業
に
挑
戦
す
る
に

は
、
一
か
ら
学
ぶ
場
所
が
必
要
だ
と

思
っ
た
加
藤
さ
ん
と
、
会
社
を
辞
め

て
農
業
の
道
に
進
む
こ
と
に
対
し
て

不
安
が
あ
っ
た
帆
足
さ
ん
は
、
二
人

で
就
農
コ
ー
チ
の
三
笘
さ
ん
の
話
を

何
度
も
何
度
も
聞
き
に
行
き
、
就
農

コ
ー
チ
の
農
業
に
対
す
る
熱
意
に
魅

せ
ら
れ
て
「
え
の
き
茸
栽
培
を
勉
強

「
大
山
え
の
き
茸
」
を
通
し
て
町
を
盛
り
上
げ
た
い
！

し
て
み
た
い
」
と
決
意
を
固
め
た
そ

う
で
す
。

　
二
人
の
研
修
期
間
は
２
年
間
。
1

年
目
は
就
農
コ
ー
チ
の
指
導
の
下

で
、
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
２

年
目
に
は
施
設
を
借
り
て
自
分
一
人

で
模
擬
栽
培
・
経
営
を
行
い
、
研
修

修
了
後
、
独
立
就
農
と
な
り
ま
す
。

　
え
の
き
茸
栽
培
は
、
ま
ず
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
容
器
に
詰
め
ら
れ
た
培

地
に
え
の
き
の
菌
糸
を
植
え
付
け
、

そ
の
後
、
温
度
管
理
を
し
た
培
養
室

で
1
か
月
間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
成
長

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
え
の
き
茸
を
真

っ
直
ぐ
均
一
な
長
さ
に
揃
え
て
い
く

た
め
に
は
温
度
や
風
、
湿
度
な
ど
気

を
付
け
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
栽
培
室
の
中
は
消
毒
が

で
き
な
い
た
め
、
他
の
雑
菌
が
入
ら

な
い
よ
う
に
清
潔
に
保
つ
必
要
が
あ

り
、
掃
除
に
は
人
一
倍
気
を
使
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
「
自
分
達
で
栽
培

し
た
え
の
き
茸
を
初
め
て
収
穫
し
た

時
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
持

っ
て
帰
っ
て
食
べ
た
時
の
味
と
感
動

は
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
加
藤
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

　
研
修
を
開
始
し
て
９
か
月
が
経

ち
、
今
は
大
山
町
農
協
の
大
き
な
栽

培
施
設
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
将
来
的
に
は
、
二
人
で
共
同

経
営
を
し
て
い
き
た
い
」
と
夢
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
休
み
の
日
は
山
登
り
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
行
う
な
ど
、
体
力
的
に
も
と
て

も
頼
も
し
い
二
人
。
「
大
山
町
の
え

の
き
農
家
の
皆
さ
ん
と
話
し
を
す
る

機
会
が
少
し
ず
つ
増
え
、
た
く
さ
ん

の
先
輩
方
か
ら
色
々
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
品
質
の
良
い
え
の
き
茸
を

栽
培
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
大

山
町
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
熱
く
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
二
人

の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（右） 加藤想馬さん
（左） 帆足 誠さん

　図書館の仕事や本について楽しく学んでみませんか？■

期間　　　４月～平成31年３月（１年間）■

講座回数　７回（予定）■

対象　　　小学校４～６年生■

募集人数　15人程度（先着順）■

受付期間　３月20日㈫～４月13日㈮
※事前に窓口でお申し込みください。
※詳細は図書館内に掲示している募集要項をご覧ください。

ボンボとヤージュ
ザ・キャビンカンパニー／作・絵
学研プラス
　ひげのボンボとライオンのヤージ
ュ。人気上昇中の大分県出身、「ザ・
キャビンカンパニー」がデビュー時か
ら大切に育ててきたキャラクター、ボ
ンボとヤージュがついに初絵本化！た
いくつしていたひげのボンボとライオ
ンのヤージュの前に、歌う地図が落ち
てきた。胸をどきどきさせた２人は、
宝探しの旅にでる。

　１月28日、大分県立図書館（大分市）で開催された子ども読書サミッ
トに、咸宜小学校５年の相良結衣さんと畑中菜那さんが出場し、「子ど
も司書お話会」の実演発表を行いました。
　二人は淡窓図書館が開講する「こども司書講座」の受講生で、サミッ
ト本番に向け、絵本の見せ方や発声法、間の取り方などたくさんの練習
を重ね、本番では堂々とした読み聞かせを披露しました。

上戸木綿子さん
かみと　ゆ  ふ  こ

　大山地区担当、上戸木綿子です。
　長崎から、日田に恋して移住してきました。
　昨年４月から大山町で活動しています。
　地域を知る活動から始め、公民館行事のお手
伝い、話し合いへの参加等を行ってきました。
昨年の秋には「紅葉を観る会」を開催し、田来
原美しい森づくり公園と、その周辺の森を紹介させて頂きました。
　今後も微力ながら大山の魅力を紹介する活動ができたらと思います。
　３月は「おおやま梅まつり」！初春の梅の香りを感じに、大山にお越し
ください。
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８
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土日 月 火 水 木 金

３月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３

平成30年度

こども司書講座受講生募集

「大分県子ども読書サミット」に

　　　　　　　　　　　　　　出場しました！！

▼

七夕飾り作成の様子

▼

百科事典を活用した
調べ学習の様子

本を知る 図書館を
知る

相良結衣さん　　　畑中菜那さん

そう  ま
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年１月31日現在） 

■人口　
　66,784人
　（前月比-89人）
・男　31,636人
・女　35,148人
■世帯数
　27,370世帯

　ママのための３Ｂ体操
　14日㈬　11:00～
　★チャレンジキッズ
　オリジナルストラップを作ろう！
　14日㈬　15:30～
　★心のお話会
　16日㈮　11:00～
　療育事業
　23日㈮　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　３月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●お話し会
　　14日㈬　15:30～
　　15日㈭　10:30～
●プラバン作り
　24日㈯　10:30～11:30
●作って遊ぼう
　27日㈫・28日㈬　10:30～11:30
　異年齢交流
　30日㈮　13:30～14:30 ９:00～17:30

月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　おしゃべり広場
　７日㈬　10:30～
　お話し会
　10日㈯　10:30～
●春の壁面作り
　　14日㈬　10:30～
　　17日㈯　10:30～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●ひなまつり・誕生会
　６日㈫　10:00～12:00
●ランチｄａｙ
　15日㈭　10:00～
●おしゃべりタイム
　27日㈫　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★お別れ会
　７日㈬　10:00～
　場所：咸宜公民館　
※参加費200円。
●フレンズデイ
　10日㈯　※土曜開放日。
●おしゃべり会
　19日㈪　11:00～ ９:30～12:00、13:00～15:30

土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　６日㈫・20日㈫　11:00～12:00
●ベビーマッサージ
　15日㈭・27日㈫　11:00～12:00
●お誕生会
　19日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。　
●身体計測
　29日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
●スリング講習会
　10日㈯　
　初めての人　　10:00～
　それ以外の人　11:00～
★親子クッキング
　16日㈮　10:00～12:00
●２・３月生まれの誕生会　23日㈮　11:00～
●親子エクササイズ
　28日㈬　10:30～12:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

小

乳

乳

９:30～12:30、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ３
元気な日田っ子集まれ！

は る
赤星珀琉ちゃん
（３歳・淡窓２丁目）

かんな
森川寛那ちゃん
（２歳・上城内町）

いろは
髙倉彩羽ちゃん
（２歳・鈴連町）

み ゆ
廣瀨美悠ちゃん
  （１歳・刃連町）

新座暖人ちゃん
（１歳・上城内町）

はるとつ か  さ
石井都日咲ちゃん
（１歳・銭渕町）

なぎさ
小笠原凪咲ちゃん
（１歳・藤山町）

篠田悠斗ちゃん
（２歳・清岸寺町）

ゆうと
井上知春ちゃん
（２歳・朝日町）

ちはる

梶原明莉ちゃん
（１歳・清岸寺町）

あかり

矢幡春希ちゃん
（２歳・三芳小渕町）

はるき

小

小

乳

乳

小
小

てんじろう
瀬口天士郎ちゃん
（１歳・中釣町）

ゆ い
三苫優結ちゃん
（１歳・中釣町）

あ い
谷口愛依ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

う た
和合嬉汰ちゃん
（１歳・清水町）

　　　

さんしろう
萬 三史郎ちゃん
（３歳・三本松１丁目）

はるひさ こころ あおい き い
小山蒼依ちゃん・希依ちゃん
（２歳・中釣町）

柳瀬彩葉ちゃん
（２歳・日ノ隈町）

あやは
永瀬晴悠ちゃん
（２歳・前津江町赤石）

中野心結ちゃん
（２歳・池辺町）

　５月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　４月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）
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「FIFA ワールドカップ オリジナルトロフィーを呼ぼう」キャンペーン

詳細はコカ・コーラのホームページをご覧ください。
３月５日から投票開始！

　2002FIFAワールドカップで、カメルーン代表のキャンプ地となり
話題を呼んだ中津江村に、今度はFIFA ワールドカップ オリジナルト
ロフィーがやってくるチャンスが訪れました！
　開催地は３つの候補地から、ネットでの投票で決定されます。
　市民の皆さん、日田市への投票をよろしくお願いします。

　地域の一層の復興の願いと全国からの支援・励ましに対し、感謝とお礼を込めて、
「復興ウォーキングand春まつり」を開催します。
　多くの皆様のご参加、ご来場をお待ちしています。日

大明小・中学校
駐車場：大明小・中学校グラウンド
日田駅からＪＲ代行バスも運行します

問実行委員会☎㉘２８４６（大鶴公民館内）
　大鶴振興センター☎㉘２１２１

■開催場所
　大明小・中学校体育館
■開催時間
　午前11時30分～午後３時30分

色々なバザーも
ありますよ♪

ウ ォ ー キ ン グ

復興

■受付・スタート場所　大明小・中学校玄関前
■受付時間　午前９時～11時
※午前９時30分から受付後随時スタート。
■参加費　　無料（参加賞有り）
※事前申込み不要。
■コース
　Ａコース（4.5キロメートル）
　Ｂコース（７キロメートル）
　Ｃコース（９キロメートル）

３
25

復興
春 ま つ り

「桜・菜の花」
春の草花を
堪能しながら
ウォーキング♪

復 興 ォ キー ン グ 春 ま
つ

and

ウ
り
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